
枝の主日 （２０２５年４月１３日） 

 
※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

 

開会の部 

前  奏 

初めの歌       ♪７“道を備えよ”（1，2節） 

み名による祝福～罪の告白～ゆるしの祈願          式文１ページ 

詩編交読             詩編１１８編 

 

          ※別紙をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グロリア パトリ / キリエ                       式文２ページ 

（※四旬節の期間、グロリアは歌いません。） 

 

みことばの部 

祝福の挨拶                              式文４ページ 

 

主日の祈り 

いと高き神様。あなたは御子の僕の姿によって人の心を新たに定められ

ました。日ごとに御子を主と告白し、賛美する喜びの列に加わることが

できますように。 

あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・

キリストによって祈ります。  アーメン 

第 1朗読日課  イザヤ書 50：4～9a                 (旧約 1145頁) 

第 2朗読日課  フィリピの信徒への手紙  2：5～11    (新約 363頁) 

詠唱                                式文 5ページ 

福音書の朗読  ルカによる福音書 19：28～40       （新約 147頁） 

みことばの歌       ♪７９“さかえの主来ます” （1，2節） 

説  教          『主がお入用なのです』  北澤忠蔵師 

信仰の告白            使徒信条               式文６ページ 

奉献の部     

祝福の挨拶                             式文６ページ 

奉献(献金)    ※ 神への感謝です。ご用意のない方も感謝の心をささげてください。 

奉献唱～奉献の祈り                        式文７ページ 

主の祈り                                式文８ページ 

 

派遣の部  

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス                 式文９ページ 

教会の祈り               吉田岩雄      

祝  福                                式文１０ページ 

終わりの歌         ♪ ３９５“十字架を負いつつ” （1，2節） 

後  奏 
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詩編 １１８編 

 

恵
めぐ

み深
ふか

い主
しゅ

に感
かん

謝
しゃ

せよ。慈
いつく

しみはとこしえに。 

  主
しゅ

の民
たみ

は言
い

え。慈
いつく

しみはとこしえに。 

正
せい

義
ぎ

の城
じょう

門
もん

を開
ひら

け、わたしは入
はい

って主
しゅ

に感
かん

謝
しゃ

しよう。 

    これは主
しゅ

の城
じょう

門
もん

、主
しゅ

に従
したが

う人
ひと

はここを入
はい

る。 

主
しゅ

よ、わたしはあなたに感
かん

謝
しゃ

をささげる、 

    あなたは答
こた

え、救
すく

いを与
あた

えてくださった。 

家
いえ

を建
た

てる者
もの

の退
しりぞ

けた石
いし

が、隅
すみ

の親
おや

石
いし

となった。 

    これは主
しゅ

のみ業
わざ

、わたしたちの目
め

には驚
おどろ

くべきこと。 

今日
き ょ う

こそ主
しゅ

のみ業
わざ

の日
ひ

、 

    今日
き ょ う

を喜
よろこ

び祝
いわ

い、喜
よろこ

び躍
おど

ろう。 

どうか主
しゅ

よ、わたしたちに救
すく

いを。 

    どうか主
しゅ

よ、わたしたちに栄
さか

えを。 

祝
しゅく

福
ふく

あれ、主
しゅ

のみ名
な

によって来
く

る人
ひと

に。 

    わたしたちは主
しゅ

の家
いえ

からあなたたちを祝
しゅく

福
ふく

する。 

主
しゅ

こそ神
かみ

、私
わたし

たちに光
ひかり

をお与
あた

えになる方
かた

。 

    祭
さい

壇
だん

の角
つの

のところまで、祭
まつ

りのいけにえを綱
つな

で引
ひ

け。 

あなたはわたしの神
かみ

、あなたに感
かん

謝
しゃ

をささげる。 

    わたしの神
かみ

よ、あなたをあがめる。 

恵
めぐ

み深
ふか

い主
しゅ

に感
かん

謝
しゃ

せよ。 

    慈
いつく

しみはとこしえに。 

 

 

 

詩編 １１８編 
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